
広報　おばま
2008

12

【特集】　平成20年度　市長表彰・文化奨励賞

《表紙》
　「若狭がれい」の天日
干しがシーズンを迎えて
います。内蔵やうろこを
取り除き、ひと塩したカ
レイを竹ぐしに刺して縄
につるしていきます。天
日干しにすると、乾燥機
を使うよりも透明感が出
て美しくなるそうです。

（11月 14日）
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平
成
二
十
年
度
の
小
浜
市
長
表
彰
、
文

化
奨
励
賞
の
受
賞
者
が
決
ま
り
、
十
一
月

三
日
、
文
化
会
館
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

市
長
表
彰
は
十
一
個
人
、
奨
励
賞
は
一

団
体
、
文
化
奨
励
賞
は
五
個
人
・
二
団
体

の
皆
さ
ん
で
す
。

＊

　

市
長
表
彰
は
、
市
や
関
係
団
体
か
ら
推

薦
さ
れ
た
候
補
者
・
候
補
団
体
を
各
種
団

体
長
で
構
成
す
る
小
浜
市
表
彰
選
考
委
員

会
で
審
議
、
選
定
さ
れ
ま
す
。

　

文
化
奨
励
賞
は
、
市
や
関
係
団
体
か
ら

推
薦
さ
れ
た
候
補
者
・
候
補
団
体
を
教
育

文
化
に
関
す
る
各
種
団
体
長
で
構
成
す
る

小
浜
市
文
化
奨
励
賞
選
考
委
員
会
で
審
議

さ
れ
、
市
教
育
委
員
会
で
決
定
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
☎
内
線
３
５
３

　

教
育
総
務
課
☎
内
線
４
２
２

自治振興功労

大
おおざわ

澤  貞
さだはる

春 さん

（中井・71 歳）

　

平
成
十
一
年
か
ら
同
二
十
年
ま
で
、
小
浜
市
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
を
三
期
九
年
務
め
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
間
、
五
年
に
わ
た
り
委
員
長
の
重
責

を
果
た
さ
れ
、小
浜
市
税
制
の
い
っ
そ
う
の
適
正
化
、

公
平
性
の
確
保
に
尽
力
さ
れ
る
な
ど
、
市
の
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
会
の
運
営
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

自治振興功労

木
き む ら

村  光
み つ お

雄 さん

（加斗・77 歳）

　

平
成
二
年
か
ら
小
浜
市
加
斗
財
産
区
管
理
委
員
会

委
員
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
同
十
四
年
か
ら
は
同
会

会
長
の
要
職
を
務
め
ら
れ
、
現
在
も
加
斗
財
産
区
の

管
理
、
運
営
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

教育文化振興功労
　

昭
和
四
十
五
年
か
ら
平
成
十
四
年
ま
で
、
小
浜
市

文
化
財
保
護
審
議
会
の
委
員
と
し
て
特
に
市
の
天
然

記
念
物
の
保
護
と
増
殖
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

平
成
十
年
か
ら
は
市
立
図
書
館
主
催
「
植
物
の
名
前

を
調
べ
る
会
」
の
講
師
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
植

物
教
育
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

上
うえさか

坂  正
ま さ お

夫 さん

（湊・70 歳）

教育文化振興功労
　

昭
和
二
十
四
年
に
郷
土
史
研
究
会
に
入
会
以
来
、

五
十
九
年
間
に
わ
た
り
郷
土
史
の
研
究
に
励
ん
で
お

ら
れ
ま
す
。
そ
の
間
、
会
長
の
要
職
を
務
め
ら
れ
、

口
名
田
村
史
の
編
さ
ん
や
若
狭
の
語
り
部
の
立
ち
上

げ
に
尽
力
さ
れ
る
な
ど
、
歴
史
の
宝
庫
で
あ
る
小
浜

の
民
俗
学
研
究
の
発
展
向
上
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
て

い
ま
す
。

小
お が わ

川  進
しんゆう

勇 さん

（中井・82 歳）

教育文化振興功労
　

昭
和
五
十
二
年
に
堅
海
婦
人
会
に
入
会
以
来
、

三
十
年
間
に
わ
た
り
女
性
の
地
位
向
上
と
婦
人
会
活

動
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
十
五
年
か

ら
は
小
浜
市
連
合
婦
人
会
副
会
長
の
要
職
を
務
め
ら

れ
、「
婦
人
の
つ
ど
い
」
を
は
じ
め
多
く
の
事
業
に

取
り
組
み
、
市
民
と
行
政
と
の
協
働
事
業
推
進
に
大

き
く
寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

倉
くらもち

持  みち子
こ

 さん

（堅海・60 歳）

教育文化振興功労
　

昭
和
四
十
六
年
の
小
浜
少
年
少
女
合
唱
団
設
立
に

尽
力
さ
れ
、
現
在
の
合
唱
団
の
基
礎
を
作
ら
れ
ま
し

た
。
平
成
十
三
年
か
ら
は
団
長
と
し
て
積
極
的
に
交

流
演
奏
会
を
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
合
唱
団
活
動
を
通

じ
て
小
浜
の
Ｐ
Ｒ
や
団
員
の
マ
ナ
ー
向
上
、
道
徳
教

育
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

三
み う ら

浦  義
よしかず

一 さん

（小浜白鬚・76 歳）

産業振興功労
　

昭
和
二
十
七
年
か
ら
料
亭
た
る
井
の
経
営
に
携
わ

る
と
と
も
に
、
昭
和
三
十
四
年
の
小
浜
料
亭
事
業
協

同
組
合
の
立
ち
上
げ
に
尽
力
。
そ
の
後
組
合
長
と
し

て
、
小
浜
の
観
光
産
業
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
事
務
所
を
観
光
客
向
け
の
休
憩
所
に
改

築
し
、芸
子
た
ち
に
よ
る
お
茶
の
提
供
を
行
う
な
ど
、

小
浜
の
景
観
保
全
と
伝
承
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い

ま
す
。

大
お お た

田  麗
れ い こ

子 さん

（小浜香取・79 歳）

【市長表彰】
　政治、経済、教育文化などで市政振興
　に寄与され、市民の模範となって活躍
　された個人や団体を表彰します

【奨励賞】
　ざん新な発想や特色ある活動により、
　まちづくりや産業振興への貢献度が特
　に顕著であると認められる個人や団体
　を表彰します

【文化奨励賞】
　科学、教育、文学、芸術、歴史などで
　著しい業績をあげ、文化振興に寄与さ
　れた個人や団体を表彰します

平
成
20
年
度

　
　
　

市
長
表
彰
・
文
化
奨
励
賞

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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産業振興功労

内
ないとう

藤  利
としかね

金 さん

（多田・72 歳）

　

昭
和
三
十
八
年
に
小
浜
製
綱
株
式
会
社
に
入
社
以

来
、
船
舶
、
水
産
用
な
ど
の
複
合
素
材
を
使
っ
た
高

機
能
ロ
ー
プ
の
開
発
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
か

ら
は
、
西
日
本
の
業
界
二
十
一
社
を
ま
と
め
る
西
部

繊
維
ロ
ー
プ
工
業
協
同
組
合
の
理
事
長
の
要
職
を
務

め
ら
れ
る
な
ど
、
卓
越
し
た
経
営
手
腕
で
も
の
づ
く

り
分
野
で
の
小
浜
の
活
力
向
上
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま

す
。

産業振興功労
　

平
成
十
一
年
か
ら
同
二
十
年
ま
で
、
小
浜
市
農
業

委
員
会
委
員
を
三
期
九
年
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

間
、
優
良
農
地
の
確
保
や
農
地
の
有
効
利
用
の
促
進

な
ど
、
地
域
農
業
の
振
興
や
活
性
化
に
向
け
て
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

宮
みやがわ

川  豊
と よ し

至 さん

（小松原・73 歳）

産業振興功労
　

平
成
元
年
に
有
限
会
社
ホ
テ
ル
ア
ー
バ
ン
ポ
ー
ト

を
創
業
。
以
後
二
十
年
間
に
わ
た
り
、
顧
客
ニ
ー
ズ

に
マ
ッ
チ
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
取
り
組
ま
れ
ま

し
た
。
今
で
は
、
宿
泊
客
な
ど
の
受
け
入
れ
に
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
施
設
に
ま
で
発
展
さ
せ
、
観
光
交

流
人
口
の
増
加
や
観
光
産
業
の
発
展
に
大
き
く
貢
献

さ
れ
て
い
ま
す
。

山
やまぎし

岸  博
ひろゆき

之 さん

（小浜白鳥・62 歳）

スポーツ振興功労
　

平
成
九
年
か
ら
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
に
携
わ

り
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
努
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
同

十
三
年
の
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
六
十
九
㌔
級
で

優
勝
以
来
、
ア
ジ
ア
選
手
権
で
準
優
勝
、
北
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
十
位
な
ど
、
世
界
レ
ベ
ル
の
選
手
と
し

て
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
しんたに

谷  義
よ し と

人 さん

（宇久出身・26 歳）

奨励賞

　

平
成
十
七
年

の
設
立
以
来
、

小
浜
の
伝
統
的

な
食
文
化
を
ス

ロ
ー
フ
ー
ド
運

動
と
し
て
発
信

し
て
い
く
た
め

に
活
動
さ
れ
て

い
ま
す
。当
団
体
の
尽
力
に
よ
り
、「
鯖
の
な
れ
ず
し
」

や
「
谷
田
部
ね
ぎ
」
が
食
の
世
界
遺
産
と
も
い
わ
れ

る
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
「
味
の
箱

舟
」
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

な
ど
に
も
参
加
し
、
小
浜
の
食
文
化
や
ス
ロ
ー
フ
ー

ド
の
普
及
に
努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

文化奨励賞
　

昭
和
三
十
八
年
に
武
田
謳お

う
ら
く楽

会
に
入
門
。
同

五
十
五
年
に
は
観
世
流
入
門
許
可
免
状
を
受
け
、

平
成
二
年
に
重

お
も
な
ら
い習

免
状
を
取
得
し
ま
し
た
。
平
成

十
一
年
か
ら
同
二
十
年
ま
で
小
浜
市
謡
曲
連
合
会
の

副
会
長
を
務
め
、
現
在
武
田
謳お

う
ら
く楽

会
代
表
の
要
職

を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。熱
心
に
謡
曲
に
打
ち
込
み
、

謡
曲
文
化
の
普
及
振
興
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
て
い
ま

す
。

谷
たにぐち

口  ツル さん

（小浜今宮・83 歳）

スローフード若
わ か さ

狭おばま

文化奨励賞

澤
さ わ だ

田  辰
た つ お

雄 さん

（青井・82 歳）

　

平
成
十
一
年
か
ら
同
十
五
年
ま
で
小
浜
市
郷
土
史

研
究
会
会
長
の
要
職
を
務
め
、
そ
の
間
「
教
育
百
年

史　

明
治
、
大
正
、
昭
和
展
」「
教
育
資
料
展
」「
か

く
れ
た
る
故
郷
の
写
真
展
」
な
ど
を
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
郷
土
史
に
対
す
る
熱
心
な
研
究
と
発
表
、
郷
土

史
の
知
識
を
生
か
し
て
語
り
部
と
し
て
活
躍
さ
れ
る

な
ど
、
本
市
の
文
化
財
に
対
す
る
市
民
意
識
向
上
に

大
き
く
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

文化奨励賞
　

昭
和
四
十
四
年
に
日
本
編
物
検
定
協
会
の
審
査
員

資
格
を
取
得
し
、
平
成
八
年
と
九
年
に
は
検
定
協
会

福
井
県
支
部
長
の
要
職
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
小
浜

公
民
館
や
雲
浜
公
民
館
、
働
く
婦
人
の
家
で
編
み
物

講
座
を
開
き
、
編
み
物
の
魅
力
で
あ
り
特
性
で
も
あ

る「
編
み
直
し
リ
フ
ォ
ー
ム
」を
指
導
。
エ
コ
ロ
ジ
ー

の
考
え
方
を
多
く
の
人
に
伝
え
て
い
ま
す
。

清
し み ず

水  久
ひ さ こ

子 さん

（小浜酒井・74 歳）

文化奨励賞
　

中
央
公
民
館
や
働
く
婦
人
の
家
で
の
講
座
、
若
狭

高
校
の
茶
道
部
な
ど
で
茶
道
の
指
導
を
さ
れ
て
い
ま

す
。
平
成
十
七
年
の
第
二
十
回
国
民
文
化
祭
「
茶
道

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
で
は
、
明
通
寺
会
場
を
担
当
し

て
全
国
か
ら
の
客
人
を
も
て
な
し
ま
し
た
。
ま
た
、

福
祉
施
設
な
ど
を
慰
問
し
て
、
お
茶
会
を
開
催
す
る

な
ど
、
茶
道
を
通
じ
て
社
会
貢
献
と
伝
統
文
化
を
伝

え
る
後
進
の
育
成
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

政
まさみち

道  知
ち ず こ

津子 さん

（水取二丁目・70 歳）

文化奨励賞
　

小
浜
少
年
少
女
合
唱
団
の
指
導
を
さ
れ
て
い
ま

す
。
奈
良
市
、
川
越
市
、
小
樽
市
と
の
姉
妹
都
市
交

流
を
行
う
な
ど
、
合
唱
を
通
し
て
青
少
年
の
育
成
と

音
楽
文
化
の
振
興
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
日
本
の
第
九
演
奏
会
」
に
第
一
回
か
ら
指
導
運
営

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
携
わ
り
、
小
中
学
生
に
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
で
歌
う
貴
重
な
体
験
を
積
ま
せ
る
な
ど
、
心
の

輪
を
広
げ
る
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。 大

おおはし
橋  導

み ち こ
子 さん

（仏谷・55 歳）

文化奨励賞

　

昭
和
六
十
一

年
、
琴
城
流
大

正
琴
小
浜
教
室

を
開
設
し
て
発

足
し
ま
し
た
。

生
涯
学
習
と
し

て
の
大
正
琴
演

奏
を
基
本
に
、

楽
し
く
練
習
を
積
み
重
ね
て
い
ま
す
。
毎
年
多
く
の

発
表
会
に
出
演
し
な
が
ら
演
奏
の
腕
を
上
げ
、
国
レ

ベ
ル
の
催
し
に
出
演
す
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
文

化
祭
や
体
験
講
座
な
ど
に
積
極
的
に
参
与
し
、
聴
衆

に
音
楽
を
聴
く
喜
び
を
与
え
る
な
ど
、
本
市
の
器
楽

文
化
の
普
及
振
興
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

琴
きんじょうりゅうたいしょうごときんれいかい

城流大正琴琴鈴会

文化奨励賞

　

昭
和
四
十
八

年
の
設
立
以

来
、
三
十
五
年

間
に
わ
た
り
毎

月
市
立
図
書
館

で
読
書
会
を
継

続
し
て
開
催
し
、
読
書
活
動
の
推
進
と
読
書
人
口
の

拡
大
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
会
員
そ
れ
ぞ
れ
が
、

毎
回
読
書
感
想
を
語
り
合
う
な
ど
し
て
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
意
識
を
高
揚
す
る
と
と
も
に
、
読
書
活
動
を
幅

広
く
推
進
す
る
な
ど
市
民
文
化
の
振
興
に
大
き
く
寄

与
さ
れ
て
い
ま
す
。

なぎさ読
どくしょかい

書会


